
いよいよ学校祭です 

伊勢湾台風から６４年 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 

 来週の９月２６日（火）・２７日（水）、いよいよ学校祭です。本格的な練習が始まっ

てから、約２週間が経ちました。全校、各

学年、そして各学級の雰囲気が大変盛り上

がってきており、学校が活気にあふれてい

ます。 

 当日は、全校生徒・全職員、保護者の皆

様、そして暁中学校関係者全ての皆様の総 

力によって、素晴らしい学校祭となるよう願っています。 

また、この大きな行事は、ちょうど前期の締め

くくりのタイミングにもなります。一人一人が全

力を出し切り、後期に向けて気持ちの切替をする

きっかけにすることが大切です。そのためにも、

暁中学校の２つの合言葉「時を守り、場を清め、

礼を正す」「凡事徹底」を、しっかりと意識しな

がら、学校祭を大成功に導いてくれることを期待

しています。 

 

 

 

 

 ９月１８日（月）は、この地域に大雨が降り、様々なところで道路が冠水する状況にな

りました。数年前から、ニュースや天気予報では、「線状降水帯」という言葉がよく使わ

れています。短時間で大量の雨が降る状況になり、道路が冠水したり河川が氾濫したりす

ることが多くあります。情報をしっかりと収集し、身を守る行動ができるようにすること

が大切です。そして、危険な状況に遭遇した場合には、「無理をしない」「安全を第一に

考える」を基本に、一人一人が考えなければなりません。日頃から、想定しておくことが

重要になります。 

 さて、６４年前の９月２６日は、伊勢湾台風が潮岬に上陸し、この地域

が大変な被害に遭った日です。台風が上陸したときの中心気圧は、統計開

始以降２番目に低かったそうです。また、災害対策について定めた災害対

策基本法は、この伊勢湾台風を教訓として成立したものであり、２０１３年

に気象庁が運用を開始した特別警報も、台風については伊勢湾台風クラスを

基準としているのだそうです。 

この地域は、伊勢湾台風で大きな被害を受けました。過去の教訓を生かし、災害に備える

ことがとても大切です。 

津島市立暁中学校便り 

令和５年９月２２日（金） 

【練習にも、熱が入ってきています】 


